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(57)【要約】
【課題】画像や文字などのデータの編集を簡単に行うこ
とのできるプッシュボタン式電話機を提供する。
【解決手段】プッシュボタン式電話機は、表示部１１と
、外部装置との間で画像信号を送受信するためのインタ
フェース部と、該インタフェース部を通じて外部装置か
ら受信した画像信号に基づく画像を表示部１１に表示さ
せるコンピュータ部３とを有する。表示部１１が外部装
置の表示画面として動作する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のボタンを備え、該ボタンを用いた入力操作に応じてダイヤル信号を出力するプッ
シュボタン式電話機であって、
　表示部と、
　外部装置との間で画像信号を送受信するためのインタフェース部と、
　前記インタフェース部を通じて前記外部装置から受信した画像信号に基づく画像を前記
表示部に表示させるコンピュータ部と、を有し、
　前記表示部が前記外部装置の表示画面として動作する、プッシュボタン式電話機。
【請求項２】
　前記コンピュータ部は、前記外部装置から受信した画像信号を、当該プッシュボタン式
電話機と呼接続された他のプッシュボタン式電話機に送信する、請求項１に記載のプッシ
ュボタン式電話機。
【請求項３】
　前記インタフェース部は、前記外部装置との間でデジタル画像信号を送受信するデジタ
ル画像信号用ＵＳＢインタフェースである、請求項１に記載のプッシュボタン式電話機。
【請求項４】
　前記インタフェース部は、前記外部装置との間でＲＧＢの３個のアナログ画像信号を入
出力するＲＧＢアナログ画像信号用インタフェースである、請求項１に記載のプッシュボ
タン式電話機。
【請求項５】
　前記インタフェース部は、前記外部装置との間でデジタル画像信号を送受信するＤＶＩ
デジタル画像信号用インタフェースである、請求項１に記載のプッシュボタン式電話機。
【請求項６】
　複数のボタンを備え、該ボタンを用いた入力操作に応じてダイヤル信号を出力するプッ
シュボタン式電話機と、
　前記プッシュボタン式電話機と相互に接続される情報処理端末と、を有し、
　前記プッシュボタン式電話機は、
　　第１の表示部と、
　　前記情報処理端末から受信した画像信号に基づく画像を前記第１の表示部に表示させ
るコンピュータ部と、を有し、
　前記情報処理端末は、
　　第２の表示部と、
　　情報の入力及び操作が可能な入力部と、
　　前記第１および第２の表示部にて表示される画像のデータがそれぞれマッピングされ
る第１および第２のメモリ領域を有する記憶部と、
　　前記第１のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第１の画像信号を前記
プッシュボタン式電話機に送信して、該第１の画像信号に基づく画像を前記第１の表示部
に表示させ、前記第２のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第２の画像信
号に基づく画像を前記第２の表示部に表示させる画像処理部と、を有し、
　前記画像処理部は、前記入力部から入力操作に応じた信号を受信し、該受信信号に従っ
て前記第１および第２の表示部に表示された画像を操作するための制御を行う、画像共有
システム。
【請求項７】
　前記画像処理部は、前記第１および第２の表示部の各画面の間で、表示された画像を移
動するための制御を行う、請求項６に記載の画像共有システム。
【請求項８】
　前記プッシュボタン式電話機と呼接続される少なくとも一つの別のプッシュボタン式電
話機をさらに有し、
　前記コンピュータ部は、前記情報処理端末から受信した画像信号を、呼接続された前記
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別のプッシュボタン式電話機に送信し、
　前記別のプッシュボタン式電話機は、第３の表示部を備え、前記コンピュータ部により
送信された画像信号に基づく画像を前記第３の表示部にて表示する、請求項６に記載の画
像共有システム。
【請求項９】
　前記画像処理部は、前記第１の表示部の画面と前記第２および第３の表示部の各画面と
の間で、表示された画像を移動するための制御を行う、請求項８に記載の画像共有システ
ム。
【請求項１０】
　複数のボタンを備え、該ボタンを用いた入力操作に応じてダイヤル信号を出力するプッ
シュボタン式電話機と、該プッシュボタン式電話機と相互に接続される情報処理端末と、
を有するシステムにおいて行われる画像共有方法であって、
　前記情報処理端末が、前記プッシュボタン式電話機に設けられた第１の表示部にて表示
される画像のデータを第１のメモリ領域にマッピングし、自端末に設けられた第２の表示
部にて表示される画像のデータを第２のメモリ領域にマッピングするステップと、
　前記情報処理端末が、前記第１のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第
１の画像信号を前記プッシュボタン式電話機に送信するステップと、
　前記プッシュボタン式電話機が、前記情報処理端末から受信した第１の画像信号に基づ
く画像を前記第１の表示部にて表示し、前記情報処理端末が、前記第２のメモリ領域にマ
ッピングされた画像データに基づく第２の画像信号に基づく画像を前記第２の表示部にて
表示するステップと、
　前記情報処理端末が、自端末に設けられた入力部における入力操作に応じて前記第１お
よび第２の表示部に表示された画像を操作するための制御を行うステップと、を含む、画
像共有方法。
【請求項１１】
　複数のボタンを備え、該ボタンを用いた入力操作に応じてダイヤル信号を出力するプッ
シュボタン式電話機と相互に接続される情報処理端末に用いられるプログラムであって、
　前記プッシュボタン式電話機に設けられた第１の表示部にて表示される画像のデータを
第１のメモリ領域にマッピングし、自端末に設けられた第２の表示部にて表示される画像
のデータを第２のメモリ領域にマッピングする処理と、
　前記第１のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第１の画像信号を前記プ
ッシュボタン式電話機に送信して、該送信した第１の画像信号に基づく画像を前記第１の
表示部にて表示させる処理と、
　前記第２のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第２の画像信号に基づく
画像を前記第２の表示部にて表示させる処理と、
　前記情報処理端末に設けられた入力部における入力操作に応じて前記第１および第２の
表示部に表示された画像を操作するための制御を行う処理と、前記情報処理端末のコンピ
ュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メカニカルなプッシュボタン式電話機に関し、特に、文字、画像、図形等の
データの表示が可能なプッシュボタン式電話機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プッシュボタン式電話機は、携帯電話機やソフトウェアにより電話機の機能を実現する
システムに比較して、通話を行う上での使い勝手に優れるため、現在も、家庭用電話機や
公衆電話機等ではこのプッシュボタン式電話機が主流となっている。最近では、画像や文
字等のデータを保存したり、液晶画面にデータを表示したりすることのできるプッシュボ
タン式電話機もある（特許文献１参照）。
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【特許文献１】特開２００３－８７４３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　パーソナルコンピュータなどの入力装置（キーボード）とは異なり、プッシュボタン式
電話機におけるプッシュボタンの配置は、電話番号を入力するための使い勝手の良さを考
慮して設計されている。このため、プッシュボタン式電話機において、プッシュボタンを
用いて画像や文字のデータを編集するのは容易ではない。
【０００４】
　また、プッシュボタン式電話機の表示部は補助的なものであるため、その表示画面は小
さい。小さな表示画面は、データ編集作業には不向きであるのに加えて、画像や文字等の
データを表示する場合に、データの詳細な表示が困難である。
【０００５】
　加えて、プッシュボタン式電話機は、上記のようにデータ編集における作業性が悪いた
め、例えば、呼接続されている他の電話機に画像や文字のデータを編集して送信する、と
いったシチュエーションにおいて、編集作業に時間がかかり、その結果、呼接続時間が増
大する。呼接続時間の増大により、請求される電話料金も増大する。
【０００６】
　本発明の目的は、上記問題を解決し、画像や文字などのデータの編集を簡単に行うこと
のできるプッシュボタン式電話機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明のプッシュボタン式電話機は、複数のボタンを備え、
該ボタンを用いた入力操作に応じてダイヤル信号を出力するプッシュボタン式電話機であ
って、表示部と、外部装置との間で画像信号を送受信するためのインタフェース部と、前
記インタフェース部を通じて前記外部装置から受信した画像信号に基づく画像を前記表示
部に表示させるコンピュータ部と、を有し、前記表示部が前記外部装置の表示画面として
動作する、ことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の画像共有システムは、複数のボタンを備え、該ボタンを用いた入力操作
に応じてダイヤル信号を出力するプッシュボタン式電話機と、前記プッシュボタン式電話
機と相互に接続される情報処理端末と、を有し、前記プッシュボタン式電話機は、第１の
表示部と、前記情報処理端末から受信した画像信号に基づく画像を前記第１の表示部に表
示させるコンピュータ部と、を有し、前記情報処理端末は、第２の表示部と、情報の入力
及び操作が可能な入力部と、前記第１および第２の表示部にて表示される画像のデータが
それぞれマッピングされる第１および第２のメモリ領域を有する記憶部と、前記第１のメ
モリ領域にマッピングされた画像データに基づく第１の画像信号を前記プッシュボタン式
電話機に送信して、該第１の画像信号に基づく画像を前記第１の表示部に表示させ、前記
第２のメモリ領域にマッピングされた画像データに基づく第２の画像信号に基づく画像を
前記第２の表示部に表示させる画像処理部と、を有し、前記画像処理部は、前記入力部か
ら入力操作に応じた信号を受信し、該受信信号に従って前記第１および第２の表示部に表
示された画像を操作するための制御を行うことを特徴とする。
【０００９】
　上記の画像共有システムにおいて、前記画像処理部が、前記第１および第２の表示部の
各画面の間で、表示された画像を移動するための制御を行ってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のプッシュボタン式電話機によれば、プッシュボタン式電話機の表示部が外部装
置の表示画面として動作するように構成したので、プッシュボタン式電話機の使用者は、
プッシュボタン式電話機の表示部の画面を見ながら、外部装置の入力部（キーボードなど
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）を使用して表示画像の編集などの操作を行うことが可能である。これにより、データ編
集における作業性が向上し、その結果、呼接続されている他の電話機に画像や文字のデー
タを編集して送信する、といったシチュエーションにおいて、より短時間に編集作業を行
うことが可能となる。
【００１１】
　本発明の画像共有システムによっても、プッシュボタン式電話機の第１の表示部が情報
処理端末の表示画面として動作するので、プッシュボタン式電話機の使用者は、プッシュ
ボタン式電話機の第１の表示部の画面を見ながら、情報処理端末の入力部（キーボードな
ど）を使用して表示画像の編集などの操作を行うことが可能である。これにより、データ
編集における作業性が向上する。
【００１２】
　加えて、第１および第２の表示部の各画面の間で、表示された画像を移動することが可
能であるので、例えば、プッシュボタン式電話機の第１の表示部の画面に表示された画像
を情報処理端末の第２の表示部の画面上に移動させることができる。通常、情報処理端末
の第２の表示部の画面は、プッシュボタン式電話機の第１の表示部の画面に比べて大きい
ので、第１の表示部の画面上から第２の表示部の画面上に画像を移動させることで、より
大きな画面で画像を表示することが可能となる。これにより、データの詳細な表示が可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の一実施形態であるプッシュボタン式電話機を説明するための図であっ
て、（ａ）は電話機を正面から見た概観図、（ｂ）は電話機の操作パネル部を示す模式図
である。図２は、そのプッシュボタン式電話機のハードウェア構成を示すブロック図であ
る。
【００１５】
　図１（ａ）に示すように、プッシュボタン式電話機は、卓上型電話機であって、その主
要部は、本体部４と、本体部４と有線により接続された受話器部１とからなる。本体部４
と受話器部１の間の通信は無線通信であってもよい。
【００１６】
　本体部４は、その筐体上部の盤面５に電話操作部５ａを有するとともに、その筐体内部
に受話器部１及び電話操作部５ａに接続されたコンピュータ部３を有する。本体部４は、
受話器部１を置くためのフック部を備え、このフック部にはフックスイッチ２が設けられ
ている。
【００１７】
　フックスイッチ２は、受話器部１をフック部に置いた状態（オンフック状態）と、受話
器部１をフック部から取り上げた状態（オフフック状態）とをメカニカルに検出するスイ
ッチである。フックスイッチ２は、受話器部１の状態を示すオフフック／オンフック信号
を出力する。オフフック／オンフック信号は、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)等のインタ
フェース経由でコンピュータ部３に供給される。
【００１８】
　コンピュータ部３は、インターネットプロトコルで通信を行うＩＰソフトフォンがイン
ストールされており、テレビ電話機能も備えている。
【００１９】
　図１（ｂ）に示すように、本体部４の盤面５には、表示部１１、ラインボタン部１２、
キー部１３、機能ボタン部１４、デジレスボタン部１５、カメラ部１６、スピーカー部１
７、マイク部１８およびポインティングデバイス（マウス）部１９が設けられている。
【００２０】
　表示部１１は、液晶ディスプレイもしくは液晶タッチパネルより構成される。表示部１
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１が液晶タッチパネルである場合は、ポインティングデバイス部１９を省略することがで
きる。ラインボタン部１２は、ＵＳＢ等のインタフェースを介してコンピュータ部３と接
続された複数のボタンからなる。これらボタンは、ソフトフォンの外部インタフェースに
対する入出力を行う。具体的には、ソフトフォンからラインボタン点灯／消灯信号等を入
力として受け取り、ソフトフォンに対してラインボタン押下信号を出力として渡す。
【００２１】
　キー部１３は、ダイヤル操作を行うためのメカニカルなプッシュボタン１３ａを有する
。機械的接点によりプッシュボタンのオン／オフを検出する。プッシュボタン式電話機は
、プッシュボタン１３ａを用いた入力操作に応じたダイヤル信号を出力する。方向キー、
リターンキー等、コンピュータの標準的なキーボードに設けられているキーのうち、ソフ
トフォンによる電話操作の際に主に使用されるキーのみが配置されている。
【００２２】
　一般の電話のプッシュボタンの配置は、コンピュータのテンキーの配置と異なるが、こ
こでは、電話のプッシュボタンの配置を用いる。プッシュボタンを主としつつ、必要なキ
ーに絞り込んで配置することにより、コンピュータと言うよりは、電話に近い外観とサイ
ズと操作性を得ることができる。また、標準的なキーボードが使いたい場合には、コンピ
ュータ部３のＵＳＢインタフェースにＵＳＢキーボードを接続して使用することもできる
。
【００２３】
　機能ボタン部１４は、リセットボタン１４ａ、保留ボタン１４ｂ、転送ボタン１４ｃお
よびフックボタン１４ｄからなる。これらボタンはＵＳＢ等のインタフェースでコンピュ
ータ部３と接続されており、ソフトフォンの外部インタフェースに対して入出力を行い、
ソフトフォンに対して機能ボタン押下信号を出力として渡す。
【００２４】
　リセットボタン１４ａは、電話機の状態に関わらず、電話をかけたい場合に、電話機を
予め設定された状態に強制的に戻すためのボタンである。
【００２５】
　デジレスボタン部１５は、ＵＳＢ等のインタフェースでコンピュータ部３と接続されて
おり、ソフトフォンの外部インタフェース（ＡＰＩ：Application Program Interface）
に対して入出力を行い、ソフトフォンに対してデジレスボタン押下信号を出力として渡す
。デジレスボタン部１５の目的は、表示部１１の画面上の、デジレスボタンに隣接した部
分に、デジレスボタンの機能をソフトフォンが表示することができるようにし、またソフ
トフォンの状態によって、その表示を変化させ、デジレスボタン押下信号の意味を、ソフ
トフォンが状態に応じて解釈できるようにすることである。
【００２６】
　カメラ部１６は、ＵＳＢ等のインタフェースでコンピュータ部３と接続されている。コ
ンピュータ部３にインストールされているソフトフォンもしくはアプリケーションソフト
ウェアが、テレビ電話／テレビ会議機能等の目的でカメラと連携する場合に、カメラ部１
６が使用される。スピーカー部１７は、コンピュータ部３の音声出力に接続されている。
マイク部１８は、コンピュータ部３の音声入力に接続されている。
【００２７】
　ポインティングデバイス部１９は、タッチパッド／マウス等相当のポインティングデバ
イスであり、コンピュータ部３と接続されている。
【００２８】
　図２に示すように、プッシュボタン式電話機は、ＬＡＮ（Local Area network）インタ
フェース２３と、デジタル画像信号用ＵＳＢインタフェース２５と、ＲＧＢアナログ画像
信号入力インタフェース２６およびＲＧＢアナログ画像信号出力インタフェース２７から
なるＲＧＢアナログ画像信号インタフェースと、ＤＶＩ（Digital Visual Interface）デ
ジタル画像信号入力インタフェース２８およびＤＶＩデジタル画像信号出力インタフェー
ス２９からなるＤＶＩデジタル画像信号インタフェースとを有する。
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【００２９】
　デジタル画像信号用ＵＳＢインタフェース２５は、他の端末等のデジタル画像信号用Ｕ
ＳＢインタフェースと通信線を介してデジタル画像信号の送受信を行う。コンピュータ部
３は、デジタル画像信号用ＵＳＢインタフェース２５を通じて、他の端末との間でデータ
通信を行うことができる。
【００３０】
　ＲＧＢアナログ画像信号入力インタフェース２６は、ＲＧＢの３個のアナログ画像信号
を入力するインタフェースである。ＲＧＢアナログ画像信号出力インタフェース２７は、
ＲＧＢの３個のアナログ画像信号を出力するインタフェースであって、Ｄ－ＳＵＢコネク
タがインタフェースとして利用される。
【００３１】
　ＤＶＩデジタル画像信号入力インタフェース２８は、デジタル画像信号を入力するイン
タフェースである。ＤＶＩデジタル画像信号出力インタフェース２９は、デジタル画像信
号を出力するインタフェースであって、ＤＶＩコネクタがインタフェースとして利用され
る。
【００３２】
　ＬＡＮインタフェース２３は、イーサーネット用のＬＡＮインタフェースである。コン
ピュータ部３は、ＬＡＮインタフェース２３を通じて外部のネットワークと接続される。
【００３３】
　コンピュータ部３は、プログラムにより動作するコンピュータであって、パーソナルコ
ンピュータ（以下、パソコンと記す）やＰＤＡ（Personal Digital Assistants）等で用
いられているようなオペレーティングシステムが動作するのに必要な、制御装置２１およ
び記憶装置３２を備える。さらに、コンピュータ部３は、画像処理部２２、テレビ電話通
信部２４および電源３８を備える。
【００３４】
　コンピュータ部３は、パソコンやＰＤＡ等で標準的に使用されているキーボード用イン
タフェースを介してプッシュボタン１３ａと接続されている。コンピュータ部３は、パソ
コン／ＰＤＡ等で標準的に使用されているディスプレイ用インタフェースを介して表示部
１１と接続されている。コンピュータ部３は、パソコン／ＰＤＡ等で標準的に使用されて
いるポインティングデバイス用インタフェースを介してポインティングデバイス部１９と
接続されている。なお、表示部１１がタッチパネルの場合は、表示部１１は、パソコン／
ＰＤＡで標準的に使用されているポインティングデバイスインタフェースを介してオペレ
ーティングシステム３６と接続される。
【００３５】
　テレビ電話通信部２４は、ＬＡＮインタフェース２３を介して複数の電話機と同時に呼
接続を行い、呼接続された他の複数の電話機と、同時に画像または音声による通信を行う
。このテレビ電話通信部２４は、コンピュータ部３にインストールされているＩＰソフト
フォンにより実現する。
【００３６】
　画像処理部２２は、ＲＧＢアナログ画像信号入力インタフェース２６、ＤＶＩデジタル
画像信号入力インタフェース２８、またはデジタル画像信号用ＵＳＢインタフェース２５
を介して入力された画像信号を表示部１１に表示する。
【００３７】
　図３は、本発明のプッシュボタン式電話機を用いた画像共有システムの構成を示すブロ
ック図である。図３を参照すると、画像共有システムは、ＬＡＮ５３に接続される複数の
電話機６～８と、通信線５１を介して電話機６に接続された情報処理端末９と、通信線５
２を介して電話機８に接続された情報処理端末５４とを有する。電話機６～８はいずれも
、図１及び図２に示したプッシュボタン式電話機である。
【００３８】
　情報処理端末９、５４はいずれも、パソコンやＰＤＡに代表される、通信機能を備えた
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コンピュータ端末である。情報処理端末９、５４は同じ構成であるので、以下に、情報処
理端末９を例に挙げて、その構成を具体的に説明する。
【００３９】
　図４に、情報処理端末９のハードウェア構成を示す。図４を参照すると、情報処理端末
９は、制御部３１、記憶部３２、画像処理部３３、電源３４、表示部３５、ポインティン
グデバイス３６、キーボード３７、およびインタフェース部を備える。
【００４０】
　インタフェース部は、ＬＡＮインタフェース４１、ＲＧＢアナログ画像信号インタフェ
ース、ＤＶＩデジタル画像信号インタフェースおよびデジタル画像信号用ＵＳＢインタフ
ェース４２からなる。
【００４１】
　ＲＧＢアナログ画像信号インタフェースは、ＲＧＢアナログ画像信号入力インタフェー
ス４３およびＲＧＢアナログ画像信号出力インタフェース４４からなる。ＲＧＢアナログ
画像信号入力インタフェース４３は、ＲＧＢの３個のアナログ画像信号を入力するインタ
フェースである。ＲＧＢアナログ画像信号出力インタフェース４４は、ＲＧＢの３個のア
ナログ画像信号を出力するインタフェースであって、Ｄ－ＳＵＢコネクタがインタフェー
スとして利用される。
【００４２】
　ＤＶＩデジタル画像信号インタフェースは、ＤＶＩデジタル画像信号入力インタフェー
ス４５およびＤＶＩデジタル画像信号出力インタフェース４６からなる。ＤＶＩデジタル
画像信号入力インタフェース４４は、デジタル画像信号を入力するインタフェースである
。ＤＶＩデジタル画像信号出力インタフェース４５は、デジタル画像信号を出力するイン
タフェースであって、ＤＶＩコネクタがインタフェースとして利用される。
【００４３】
　デジタル画像信号用ＵＳＢインタフェース４２は、ＵＳＢコネクタを利用してデジタル
画像信号の入力または出力を行う。画像処理部３３は、送信すべき画像信号を、ＵＳＤコ
ネクタを介して送信可能なデジタル画像信号に変換し、逆に、ＵＳＤコネクタを介して入
力されたデジタル画像信号を情報処理端末９で処理可能な画像信号へ復元する。
【００４４】
　画像処理部３３は、マルチ表示画面機能を備える。マルチ表示画面機能は、予め入力さ
れた設定情報により、情報処理端末９で生成した１個の表示領域を、情報処理端末９で表
示する表示領域と電話機６で表示する表示領域に分割する。さらに、マルチ表示画面機能
は、情報処理端末９が表示する表示領域と電話機６が表示する表示領域の画像信号をそれ
ぞれ抽出し、それぞれがディスプレイに表示可能な独立した１個の画像信号に変換する。
【００４５】
　次に、図３に示した画像共有システムの動作を説明する。
【００４６】
　電話機６～８は、互いに呼接続が可能であり、テレビ電話による通信が可能である。例
えば、電話機６が電話機７と呼接続すると、電話機６のテレビ電話通信部２４が、画像信
号を電話機７に送信する。画像信号を受信した電話機７では、画像処理部２２が、受信画
像信号からウインドウ内に画像を収めたウインドウ形式の画像信号を生成し、それを表示
部１１に表示する。この動作により、電話機６のカメラ部で撮影した画像を電話機７の表
示部に表示することができる。反対に、電話機７のカメラ部で撮影した画像を電話機６の
表示部に表示することもできる。
【００４７】
　また、電話機６と情報処理端末９は、ＲＧＢアナログ画像信号インタフェース、ＤＶＩ
デジタル画像信号インタフェースおよびデジタル画像信号用ＵＳＢインタフェースの中か
ら選択された一つのインタフェースを利用して通信線５１により接続される。
【００４８】
　ＲＧＢアナログ画像信号インタフェースが選択された場合は、情報処理端末９のＲＧＢ
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アナログ画像信号出力インタフェース４４と電話機６のＲＧＢアナログ画像信号入力イン
タフェース２６が通信線５１により接続される。
【００４９】
　ＤＶＩデジタル画像信号インタフェースが選択された場合は、情報処理端末９のＤＶＩ
デジタル画像信号出力インタフェース４６と電話機６のＤＶＩデジタル画像信号入力イン
タフェース２８が通信線５１により接続される。
【００５０】
　デジタル画像信号用ＵＳＢインタフェースが選択された場合は、情報処理端末９のデジ
タル画像信号用ＵＳＢインタフェース４２と電話機６のデジタル画像信号用ＵＳＢインタ
フェース２５が通信線５１により接続される。
【００５１】
　情報処理端末９では、画像処理部３３が、ポインティングデバイス３６やキーボード３
７の操作部で操作可能な１個の表示領域を生成する。画像処理部３３が備えるマルチ表示
画面機能は、生成した１個の表示領域を、自端末の表示部３５に表示する表示領域と電話
機６が表示する表示領域に２分割する。この表示領域の分割は、左右に２分割しても、上
下に２分割してもよい。
【００５２】
　図５に表示領域を左右に２分割した例を示す。図５に示す例では、自端末で生成した１
個の表示領域５５が左右に２分割され、図面に向かって左側が自端末で表示する表示領域
５６とされ、右側が電話機６で表示する表示領域５７とされる。図６に、表示領域を上下
に２分割した例を示す。図６に示す例では、自端末で生成した１個の表示領域５５が上下
に２分割され、上側が自端末で表示する表示領域５６とされ、下側が電話機６で表示する
表示領域５７とされる。
【００５３】
　画像処理部３３は、表示領域５５の画像信号を記憶部３２にマッピングする。そして、
マルチ表示画面機能が、マッピングされた表示領域５５の画像信号を左右または上下に２
分割する。こうしてメモリ領域を２分割した表示領域５５において、ポインティングデバ
イス３６やキーボード３７の操作部を通じた移動操作により、生成された画像（例えばウ
インドウ形式の画面）を表示領域５６、５７の間で移動させることができる。
【００５４】
　マルチ表示画面機能は、記憶部３２にマッピングされた画像信号から、自端末で表示す
る表示領域５６の画像信号と、電話機６で表示する表示領域５７の画像信号をそれぞれ抽
出し、抽出した画像信号のそれぞれを、表示可能な独立した１個の画像信号に変換する。
記憶部３２の第１のメモリ領域（表示領域５７に対応するメモリ領域）にマッピングされ
た画像データから電話機６で表示するための第１の画像信号が生成され、記憶部３２の第
２のメモリ領域（表示領域５６に対応するメモリ領域）にマッピングされた画像データか
ら自端末で表示するための第２の画像信号が生成される。
【００５５】
　情報処理端末９では、制御部３１による制御により、画像処理部３３が、表示領域５６
から抽出されて表示可能な独立した信号に変換された画像信号を表示部３５に表示させる
。さらに、画像処理部３３は、表示領域５７から抽出されて表示可能な独立した信号に変
換された画像信号を、通信線５１を通じて電話機６に送信する。
【００５６】
　電話機６では、制御部２１による制御により、画像処理部２２が、通信線５１を通じて
情報処理端末９から受信した画像信号を表示部１１に表示させる。
【００５７】
　以上の画像処理部２２、３３の画像処理動作により、情報処理端末９の表示部３５と電
話機６の表示部１１とを用いた、表示領域５５に基づくマルチ画面表示が可能となる。
【００５８】
　マルチ画面表示が可能な状態において、情報処理端末９では、画像処理部３３のマルチ
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画面表示機能が、ポインティングデバイス３６またはキーボード３７から供給される、ユ
ーザの入力操作に応じた信号に基づいて、表示領域５５において、画像や文字のデータの
表示、移動、編集、消去といったデータ処理を実行する。このデータ処理の実行過程にお
いて、表示領域５６のデータは、情報処理端末９の表示部３５に表示され、表示領域５７
のデータは、電話機６の表示部１１に表示される。
【００５９】
　上記のマルチ画面表示によれば、ユーザは、ポインティングデバイス３６またはキーボ
ード３７を用いた入力操作を通じて、情報処理端末９の表示部３５および電話機６の表示
部１１のそれぞれで、画像、文字、図形などのデータの表示や編集の作業を行うことがで
きる。
【００６０】
　また、ユーザは、ポインティングデバイス３６またはキーボード３７を用いた入力操作
を通じて、表示部１１、３５の各表示画面の間で、例えばウインドウ形式の画像（文字、
図形などのデータも含む）を移動させることができる。情報処理端末９の表示部３５の画
面サイズは、電話機６の表示部１１の画面サイズに比べて十分に大きいので、電話機６の
表示部１１に表示されたウインドウ形式の画像の編集作業を行う場合は、その画像を情報
処理端末９の表示部３５の表示画面上へ移動させることで、大きな画面での編集作業が可
能となる。大きな画面で編集作業を行うことで、作業時間の短縮を図ることができ、また
、より細かな編集作業が可能となる。ユーザは、ポインティングデバイス３６またはキー
ボード３７を用いた入力操作を通じて、表示部３５の表示画面上で編集作業を行った画像
を電話機６の表示部１１の表示画面上へ移動させることができる。
【００６１】
　また、電話機６では、画像処理部２２が情報処理端末９から受信した画像信号を表示す
るとともに、テレビ電話通信部２４がその受信した画像信号を、呼接続されている他の電
話機に送信することができる。このテレビ電話通信部２４による画像信号の送信は、ＬＡ
Ｎ５３を介して行われる。テレビ電話通信部２４が画像信号を送信する他の電話機の数は
、１台でも、複数台でもよい。
【００６２】
　例えば、電話機６、７が呼接続状態にある場合、電話機６のテレビ電話通信部２４は、
情報処理端末９から受信した画像信号を電話機７に送信する。電話機７では、テレビ電話
通信部が、電話機６から受信した画像信号を表示部に表示させる。この表示動作によれば
、ユーザは、情報処理端末９のポインティングデバイス３６またはキーボード３７を用い
た入力操作を通じて、情報処理端末９の表示部３５に表示されたウインドウ形式の画像を
、電話機６の表示部１１の表画面上に移動させると、電話機７の表示部の表示画面上にも
、その移動したウインドウ形式の画像が表示される。反対に、ユーザが、情報処理端末９
のポインティングデバイス３６またはキーボード３７を用いた入力操作を通じて、電話機
６の表示部１１に表示されたウインドウ形式の画像を、情報処理端末９の表示部３５の表
示画面上に移動すると、電話機７の表示部の表示画面上に表示されていたウインドウ形式
の画像が、その表示画面外に移動する。
【００６３】
　また、ユーザが、情報処理端末９のポインティングデバイス３６またはキーボード３７
を用いた入力操作を通じて、情報処理端末９の表示部３５に表示されたウインドウ形式の
画像の編集を行うと、その編集結果が、電話機７に表示されたウインドウ形式の画像にも
反映される。
【００６４】
　また、電話機６、８が呼接続状態にある場合においては、電話機６のテレビ電話通信部
２４が情報処理端末９から受信した画像信号を電話機８へ送信し、電話機８のテレビ電話
通信部が情報処理端末５４から受信した画像信号を電話機６へ送信する、といった動作も
可能である。
【００６５】
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　電話機８と情報処理端末５４からなる構成は、電話機６と情報処理端末９からなる構成
と同じあるので、電話機８のユーザは、情報処理端末５４のポインティングデバイスまた
はキーボードを用いた入力操作を通じて、電話機６と情報処理端末９からなる構成と同様
な画像の移動操作や編集作業を行うことができる。
【００６６】
　したがって、ユーザは、情報処理端末５４のポインティングデバイスまたはキーボード
を用いた入力操作を通じて、情報処理端末５４の表示部に表示されたウインドウ形式の画
像を、電話機８の表示部の表画面上に移動させると、電話機６の表示部の表示画面上にも
、その移動したウインドウ形式の画像が表示される。反対に、ユーザが、情報処理端末５
４のポインティングデバイスまたはキーボードを用いた入力操作を通じて、電話機８の表
示部に表示されたウインドウ形式の画像を、情報処理端末５４の表示部の表示画面上に移
動すると、電話機６の表示部の表示画面上に表示されていたウインドウ形式の画像が、そ
の表示画面外に移動する。
【００６７】
　また、ユーザが、情報処理端末５４のポインティングデバイスまたはキーボードを用い
た入力操作を通じて、情報処理端末５４の表示部に表示されたウインドウ形式の画像の編
集を行うと、その編集結果が、電話機６に表示されたウインドウ形式の画像にも反映され
る。
【００６８】
　なお、図３に示した画像共有システムにおいて、電話機の数は、４台以上であってもよ
い。
【００６９】
　また、情報処理端末が接続される電話機の数は、３台以上であってもよい。
【００７０】
　さらに、同時に呼接続される電話機の数は３台以上であってもよい。
【００７１】
　さらに、同時に複数の電話機が呼接続状態とされる場合において、情報処理端末が接続
される電話機の数が３台以上であってもよい。
【００７２】
　また、電話機に接続される情報処理端末に替えて、ＲＧＢアナログ画像信号入力インタ
フェース、ＤＶＩデジタル画像信号入力インタフェースおよびデジタル画像信号用ＵＳＢ
インタフェースの少なくとも１つを備えた表示装置を用いてもよい。ただし、この場合の
表示装置には、ＵＳＢインタフェース等によりキーボードなどの入力装置を接続すること
が望ましい。
【００７３】
　以上説明したプッシュボタン式電話機によれば、自電話機の表示部が外部装置である情
報処理端末の表示画面として動作するように構成したので、プッシュボタン式電話機の使
用者は、プッシュボタン式電話機の表示部の画面を見ながら、外部装置の入力部（キーボ
ードなど）を使用して表示画像の編集（文章の作成や編集を含む）などの操作を行うこと
が可能である。これにより、データ編集における作業性が向上し、その結果、呼接続され
ている他の電話機に画像や文字のデータを編集して送信する、といったシチュエーション
において、より短時間に編集作業を行うことが可能となる。
【００７４】
　また、本発明のプッシュボタン式電話機を備える画像共有システムによっても、プッシ
ュボタン式電話機の第１の表示部が情報処理端末の表示画面として動作するので、プッシ
ュボタン式電話機の使用者は、プッシュボタン式電話機の第１の表示部の画面を見ながら
、情報処理端末の入力部（キーボードなど）を使用して表示画像の編集などの操作を行う
ことが可能である。これにより、データ編集における作業性が向上する。
【００７５】
　加えて、第１および第２の表示部の各画面の間で、表示された画像を移動することが可
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を情報処理端末の第２の表示部の画面上に移動させることができる。通常、情報処理端末
の第２の表示部の画面は、プッシュボタン式電話機の第１の表示部の画面に比べて大きい
ので、第１の表示部の画面上から第２の表示部の画面上に画像を移動させることで、より
大きな画面で画像を表示することが可能となる。これにより、データの詳細な表示が可能
となる。
【００７６】
　さらに、第２の表示部の画面を見ながら画像の編集（文章の作成および編集を含む）を
行い、編集後に、情報処理端末の入力部（キーボードやマウス）にて操作を行うことによ
り、第２の表示部の画面上の画像（編集画像）を電話機の第１の表示部の画面上に移動さ
せることができる。
【００７７】
　なお、上述したプッシュボタン式電話機および情報処理端末における画像の表示や編集
、移動といった処理は、プログラムをコンピュータが実行することで実現することができ
る。プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤなどの記録媒体を通じて提供されてもよく、ま
た、インターネットを通じて提供されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の一実施形態であるプッシュボタン式電話機を説明するための図であって
、（ａ）は電話機を正面から見た概観図、（ｂ）は電話機の操作パネル部を示す模式図で
ある。図２は、そのプッシュボタン式電話機のハードウェア構成を示すブロック図である
。
【図２】図１に示すプッシュボタン式電話機のハードウェア構成を示すブロック図である
。
【図３】本発明のプッシュボタン式電話機を用いた画像共有システムの構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】図３に示す情報処理端末のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図５】表示領域を左右に２分割した例を示す模式図である。
【図６】表示領域を上下に２分割した例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００７９】
　１　受話器部
　２　フックスイッチ
　３　コンピュータ部
　４　本体部
　５　盤面
　５ａ　電話操作部
　１１　表示部
　１２　ラインボタン
　１３　キー部
　１３ａ　プッシュボタン
　１４　機能ボタン
　１５　デジレスボタン
　１６　カメラ部
　１７　スピーカー部
　１８　マイク部
　１９　ポインティングデバイス
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